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■ 「背中」を通してはたらかれる神
主任司祭　ミカエル鈴木 真

　わたしはここ数年、山手でのミサが終わると、香
部屋の階段を下りて司教館の低い壁に座って、一服
するのが習慣になっています。
　ある時、気付いたのですが、そこに座っていると、
マリア像が真後ろからよく見えます。そして、これ
もある時、気付きましたが、マリアさまの後ろ側が
とても凝った彫になっている、ということです。衣
の波立った様子や、その方向など、裏側に、こんなに
奇麗な工夫がなされているのか、としばし感動しま
した。皆さんはマリア像の正面に立つので、なかな
か後ろから見る人はいないと思います。あまり人が
見ないであろう後ろ側に、こんなに力が注がれてい
た、ということに今更ながら気づかされました。ま
してや、このマリア像は初代の「横浜天主堂」から引
き継いでいる物。そう考えると感動もひとしおです。
　ある人にそれを話したら、「仏像もそうだよ。後
ろから見ると感動する」と言われてハッとしまし
た。仏像も、後ろから見ることはあまりありません
よね。わたしは鎌倉の生まれなので、長谷の大仏に
は何度も行きましたが、意識して後ろから見た記憶
はありませんでした。背中側にも手を抜かず、むし
ろそこに丁寧に力を注ぐ、というのが彫刻や彫像を
する方々のプライドなのかもしれません。
　考えてみたら、わたしたちは自分の背中、という
か後ろ姿は見ることができません。特殊な鏡を使え
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ば見られるのかもしれませんが、普段、自分の背中
を見ようとは思いませんよね。何かの折に人が撮っ
た写真などを見て「うわ、後頭部の髪の毛が意外に
薄い…」などとショックを受けたりはしますが（笑）。
　よく「子は親の背中を見て育つ」などと言われま
す。直接何かを言われたりしなくても、親の生き様
や大切にしているものを子どもは敏感に感じ取る、
ということでしょう。確かに、自分の親でなくても、
人の背中を見つめると、その人の心理状態や言わば

「年輪」といったものを感じることがあります。そ
して、これはまさに、神さまのわざだということに
も思いが向きました。わたしたちが意識して人に伝
えようとしていないことでも、わたしたちの何かを
神さまは、その「背中」でもって誰かに伝えてくだ
さっている。それがわたしにとって都合のいい部分
だけではないことを考えると、ちょっと怖い気もし
ますが、それも含めて恵みなのでしょう。
　皆さん、ぜひ、機会があったら駐車場にあるマリア
像を後ろからご覧になってください、感動しますよ。


